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１１月７日（木曜日） 

 

１ クイーンズランド州政府貿易投資庁(Trade and Investment Queensland) 訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（クイーンズランド州政府貿易投資庁の概要） 
○ オーストラリアクイーンズランド州政府管轄の、グローバルビジネスを専門と

する機関である。 

○ 世界 16 か国に 21 の駐在事務所を開設しており、12 人の貿易・投資コミッショ

ナーが世界７地域をカバーしている。 

○ クイーンズランド州政府は貿易投資庁（ＴＩＱ）を通して、州内企業の国際事

業展開を支援し、国外からの州への投資を促進するため、様々なインセンティブ

やサービスを無償にて提供している。 

 （ジャスティン・マッガーワン長官 あいさつ） 
   〇 皆様、ようこそお越しくださいました。 

   〇 日本とクイーンズランド州とは緊密なつながりがあり、ほぼ毎週、日本からの訪

問を受けています。 

     私どもも、昨年、クイーンズランド州政府の副首相と共に、再生可能エネルギー

についての意見交換をするために日本を訪れました。 

     また、クイーンズランド州政府の東京事務所も常設しています。 

   〇 神奈川県とは、クーンズランド州のゴールドコースト市との友好提携を結んで 35

周年を迎えようとしています。 

   〇 クーンズランド州にとって、日本は第二位の貿易相手国です。 

   〇 今後、クイーンズランド州と日本とは、循環経済、クリーンエネルギーや再生可

能エネルギー分野において、連携強化を図っていきたいと考えています。      

   〇 そのための企業間連携も進められており、バンダバーグ市に、三菱ガス化学とセ

メントオーストラリア社との合同で、セメントオーストラリア社で排出するＣＯ２を

回収しグリーン水素と組み合わせてメタノールを精製する、環境に循環型メタノー

ル事業の計画が進められています。 

〇 また、双日とＥＮＥＯＳとの合同事業で、最大規模の太陽光発電所が建設されて

います。 

     こうした取組を進め、2050 年までのカーボンニュートラル（ＣＯ２排出量ゼロ）を

目指しているところです。 

   〇 クイーンズランド州は大変広大な面積を有しているが、人口は約 570 万人で、経

済規模は約５千億円であり、まだまだ投資の余地が多くあり、日本企業にも期待し

日 時 令和６年 11 月７日（木曜日）13時 00 分～14 時 
場 所 クイーンズランド州政府貿易投資庁 

（10Ｆ 1William Street（1WS）,Brisbane） 
応対者 クイーンズランド州政府 貿易投資庁 

長官(ＣＥＯ) 
ジャスティン・マッガーワン (Justin McGowan) 

主席貿易投資官(Principal Trade and Investment Officer) 
      ウェッブ・キャンディス (Candice Webb) 

国際市場担当部長(Director Internatioonal Markets) 
 スコット・アシュトン (Scott Ashuton) 

東京都出向職員 
松井 安里 
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ています。 

   〇 ブリスベンでは 2032 年にオリンピック・パラリンピックが開催されます。 

     神奈川県では、東京 2020 オリンピックの際に、サッカーや野球などの会場になっ

ており、その点でも神奈川県から学ぶことが多いと思っています。 

〇 最後に、クイーンズランド州ブリス

ベンに、はるばる訪問いただいたこと

を、改めて心から歓迎します。 

  このような特別な機会に、ハイレベ

ルな意見交換の場を設けることがで

きて光栄です。 

  今日は、どうぞよろしくお願いいた

します。 

（柳下 剛 議長 あいさつ） 
   〇 本日は、クイーンズランド州政府 貿易投資庁 ジャスティン マッガーワンＣＥＯ

にお目にかかることができ、大変光栄です。 

     大変お忙しい中、私ども神奈川県議会のために貴重な機会をいただいたことに感

謝申し上げます。 

   〇 このたび、1990 年から神奈川県と友好提携を結んでいるゴールドコースト市を訪

問するに先立ち、ブリスベンを訪問させていただいた。 

     貿易投資庁が行っている州内企業の国際

事業展開への支援や、国外企業からの州へ

の投資を促進する様々な取組について伺う

ことができればと考えています。 

   〇 本日伺いました、神奈川県議会友好

代表団のメンバーは、お配りした（写真

付きの）名簿を参照いただければと存

じます。 

     写真と人物が違う人はいないと思い

ますので、御確認ください。（一同笑） 

   〇 どうぞよろしくお願いいたします。 

 （スコット・アシュトン 国際市場担当部長） 
   〇 オリンピックに向けた 100 日計画について説明する。 

   〇 オリンピックは、ブリスベンを世界に知っていただくための絶好の機会であり、

既に、オリンピックを契機として世界中の企業から様々なオファーが来ている。 

   〇 既に競技別の会場については、かなり準備が進んでいて、主会場についても数カ

月以内には概要を固め、建設に向けた入札手続に入る予定である。 

   〇 1980 年代の初め、ブリスベン川の対岸（サウスブリスベン地区）は、工場の跡地

と使われずに放置された桟橋など、とても寂れた地域だった。 

     1988 年にブリスベンで世界博覧会（ＥＸＰＯ）が開催され、この地区が再開発さ

れた。1988 年の万博がターニングポイントとなって、ブリスベンの街のイメージや

知名度が高くなった。 

     2032 年のオリンピック・パラリンピック競技大会も、ブリスベンにとって大きな

ターニングポイントになると思う。 

   〇 神奈川県は、ゴールドコースト市と友好提携を結び強い絆を築いているが、その

絆をクイーンズランド州全体に広めていただきたい。 

皆様の体験からクイーンズランド州が学ぶことはたくさんある。 
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   〇 クイーンズランド州は面積が広く、まだまだ投資に適した機会が沢山ある。 

     神奈川県は、エネルギーに関して興味があると伺っている。 

     クイーンズランド州は、どのエネルギーサプライに関しても、対応できる。 

     太陽光は強いし、国土も広い。いろいろな条件・機会が整っている。 

〇 もう一つ、州として興味があるのは人材交流である。 

      過去、小学校から大学まで、多くの交流が図られてきた。 

是非とも、クイーンズランド州にも目を向けて、人材交流の面においてもキー

パートナーとして繋がりを強めてまいりたい。 

（ウェッブ・キャンディス 主席貿易投資官 説明） 
   〇 貿易投資庁において、日本関連の総責任者である。 

   〇 ブリスベンでは、今、「フロントリバー・レール」という、ブリスベン川の地下を

通る地下鉄の建設工事が進められている。 

     これには、日本の日立製作所が鉄道の自動運行システムを請け負っている。 

※ 700 万豪ドル・約 100 億円で受注しているとの報道。 

   〇 2023 年の日本からオーストラリアへの直接投資額は全体で 1,340 億豪ドル（過去

最高額）であった。 

   〇 オーストラリアへの投資は、1970 年代から 80 年代にかけては石炭が主であり、

その後、液化天然ガスが主流になった。 

     現在は、こうした燃料主流の投資から、多角化してきている。 

     例えば、住友石炭（住友商事のオーストラリア子会社）は、アルミニウムを精製

する際の熱処理で使用していた石炭や天然ガスの代替として、リオティント社（英

国大手資源会社）との共同で水素を製造・使用してＣＯ２の削減を図るという取組を

行っている。 

     また、ＥＮＥＯＳは、シクロヘキサン（水素キャリアの一種で、水素ガスの 500 分

の 1 の容積で常温・常圧の液体であり、貯蔵・輸送に適している。）の製造実証プラ

ントをクイーンズランド州ブリスベンに建設し、2023 年２月から運転している。 

     このプラントは、神奈川県（横浜市）にあるＥＮＥＯＳの中央技術研究所の研究

によるものであり、こうした点においてもクイーンズランド州と神奈川県との関わ

りがある。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

【 質疑・意見交換 】 

（藤代議員） 2032 年にオリンピック・パラリンピックが開催されるが、全世界が注目

しているこの大会を契機とした投資についてはどのように考えているのか。 

（マッガーワン長官） 

クイーンズランド州はオーストラリアで最も経済が安定して成長してお

り、投資に適した環境にある。こうした中でも更に投資を呼び込むために、

現在、規制の撤廃に取り組んでいるところである。 

例えば、太陽光発電のプラント建設のための認可を取得するのに、隣の

ニューサウスウェールズ州では 10 年近くかかるところを、クイーンズラン
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ド州では数百日で取得できるようにしている。 

         その他にも、土地の提供や税制上の優遇などのインセンティブを提供し

ている。 

         ただし、投資を受け入れる企業については、州としてしっかりと見極め

ている。 

  （河本議員） 太陽光発電は、神奈川県においても力を入れているところである。 

太陽光発電に係る施設・設備の耐用年数は 30 年程度であると思うが、その

後の処理については、どのようにしているのか。 

また、設置場所について、神奈川県では屋根の他に、農地や山間部に建設

されることがあり、そうした場合の景観や管理について問題になることがあ

るが、こちらではどうなのか。 

         さらに、半導体産業からの投資について、どのように考えているのか、

伺いたい。 

  （アシュトン部長） 

クイーンズランドにおいても、太陽光発電に関する投資を数十年にわた

り行ってきた。 

その中でも、住宅の屋根への設置を重点に行っており、最新の数字では、

クイーンズランド州の住宅の約 50％に太陽光発電パネルが設置されるに

至っている。 

確かに、太陽光パネルの耐用年数は 25～30 年程度しかない。クイーンズ

ランド州では、各国の企業に働きかけて再使用に関する提案を募っている。 

         また、これまでは太陽光発電に力を入れてきたが、今後は蓄電に関して

も力を入れていく。オーストラリアでは、家庭における日中の太陽光発電

量は消費量を上回っており、いかに上回った発電分を溜めるかということ

に力を入れている。 

         これには、大きなバッテリーに溜める方法と水素に溜める方法の二つが

あるが、これらの蓄電設備について家庭向けに小型化していく研究が進め

られている。 

  （キャンディス投資官） 

         使用済みの家庭用太陽光パネルのリサイクルに関しては、ブリスベンの

隣のローガン市に専用のリサイクルセンターが昨年建設された。 

         使用済み太陽光パネルのリサイクルについては、日本の方が進んでおり、

日本の企業とも連携できればと考えている。 

  （アシュトン部長） 

         半導体製造の過程はいろいろあるが、クイーンズランド州として注目し

ているのは半導体のデザイン（設計）部門である。 

         また、ブリスベンに整備予定のサイクオンタム社の世界初のフォールト

トレラント量子コンピュータの構築事業に対し、オーストラリア連邦政府

とクイーンズランド州が９億４千万豪ドル（約 940 億円）の投資を行うこ

ととしている。 

  （市川議員） 私の地元の川崎市とビクトリア州との間で、水素の商用ベースでのサプ

ライチェーンの実証が始まったと聞いている。 

         クイーズランド州において、行政同士の連携についてはどのように考え

ているのか。例えばエネルギー政策などについて。 

  （マッガーワン長官） 

         行政同士の交流については、教育の分野で行われている。 

         国レベルでの教育研究分野での交流や、留学生の受入れなどが進んでい

る。 
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         また、民間同士の交流について、クイーンズランド州からも多くの投資

を行い、行政からの民間交流の後押しも行っているところである。 

  （柳下議長） 本日は、非常に丁寧にご説明をいただき、ありがとうございます。 

         クイーンズランド州の経済的な発展に向けた様々な取組について、興味

深く伺うことができました。 

神奈川県としても、ゴールドコースト市だけでなく、クイーンズランド州

との提携も必要ではないかと感じました。 

今度は、このメンバーでオリンピックにお伺いさせていただきたい。 

（一同笑） 

 

 （記念品の交換） 
  〇 柳下議長からマクゴーワン長官に、記念

品としてペンケース（赤富士）付ボールペ

ンを贈呈した。 

 

〇 マクゴーワン長官から柳下議長に対し、

記念品としてネクタイとポケットチーフ

のセットが贈呈された。・ 
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２ レッドランズ研究所(Redlands Reseach Facility、Cleveland) 視察 
 

 

 
 

 
 

 
 

  （レッドランズ研究所の概要） 

〇 持続可能な航空燃料（SAF）の原料として注目されるポンガミアの栽培を 行うプ

ランテーション。 

○ ポンガミアの苗木から育て、効率よく SAF 原料を栽培している。 

 （ケビン シニアマネージャー あいさつ） 

   〇 当研究所にようこそ。 

   〇 この地域は、クイーンズランド州が所有する広大な

土地を様々な企業が借地して研究を行っている。 

     この研究所は、Terviva 社（米国・カリフォルニア

州に本社を有する農業イノベーション企業）が土地を

借り受けて設置したものであり、我々も Terviva 社の

社員である。 

   〇 ここでは、ポンガミアの繁殖・栽培についての状況

をご覧いただきたい。 

 （アンジェラ研究主任 及び ケビン シニアマネージャー） 

   〇 この研究所では、ポンガミアの育

成・栽培の研究、苗木の育成を行って

いる。 

〇 Terviva 社が手掛けているポンガミ

アの育成の歴史は浅く、まだまだ研究

が必要なことがある。 

〇 今後、ポンガミアからバイオ燃料を

抽出する方法等についても、研究を進

めていく予定である。 

〇 ポンガミアからバイオ燃料にするの

は、さやから取れる豆であり、それを

潰すと３分の１の油脂分が取れる。そ

のため、サステナブルなバイオ燃料と

して注目を集めている。 

  また、残りの３分の２の搾りかす

は、家畜飼料として利用可能である、 

   〇 抽出した油脂分は、航空燃料又は

ディーゼル燃料として使用できる。 
     また、苦み成分が含まれている

が、Terviva 社では、その苦み成分を

抽出する技術もあるため、食用油とし

ても使用可能である。 

日 時 令和６年 11 月７日（木曜日）14 時 50 分～16 時 10 分 
場 所 レッドランズ研究所 

（2-30 Delancey Street、Cleveland QLD 4163） 
応対者 レッドランズ研究所 

シニアマーネジャー  ケビン・スワンポール 

ポンガミア研究主任  アンジェラ 
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（研究所及びポンガミア育成農場見学） 

― 挿し木によるポンガミアの苗の育成について、実演を交えて説明を受ける ― 

 

 

〇 苗木の育成については、挿し木の方法

により効率よく行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 全ての苗木はタグをつけて管理され、

どの木から分化したのか分かるように

なっており、優れた品種の選別や品種改

良に役立てている。 

 

 

〇 育成している苗木は、約１万２千本

で、これを１サイクル 10 週間程度で育

成する。年間では４～５サイクル（苗

木５万～６万本）育成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 挿し木から苗を育て、２年で実を付け

るが、実際に実を収穫できるようになる

までには５年かかる。 

  実の収穫は機械で行い、木を揺らして

落ちてきた実を受け止める方式である。 
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〇 研究所の至る所に太陽光発電設備が設置されていた。 

 

 

〇 この研究所では、燃料電池（再生可能

水素）の研究も行われており、日本から

も東京大学や住友が参加している。 

 

 

 

【 質疑・意見交換 】 
  （柳下議長） 航空燃料にするためには純度が高くなければいけないと思うが、それだ

け純度が高いものがどの程度取れるのか。 

         また、オーストラリア以外の国で栽培しているところはあるのか。 

  （ケビン シニアマネージャー） 

         豆から取れる３分の１の油脂分の純度が高いので、そのほとんどは航空

燃料として使用可能である。 

         また、ポンガミアの育成については、様々な所で育成の話があり、

Terviva 社には、クイーンズランドに 50 エーカーの育成農場を造る事業に対

して、鉱山会社や日本の投資会社からの投資についても決まっている。 

  （柳下議長） ポンガミアは病気等になることはないのか。 

  （アンジェラ研究主任） 

         ブリスベンは気候的にもポンガミアの栽培に適しているので、そのよう

な心配はない。 
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  （ 参考 ： Ｔｅｒｖｉｖａ社パンフレット ２ ） 
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３ 在ブリスベン日本国総領事 訪問 

 

 
 

 
 
 

 
 

  （在ブリスベン日本国総領事館の概要） 
○ オーストラリア第三の都市にして、クイーンズランド州の州都ブリスベンに設置

されている。 

○ クイーンズランド州南部を管轄する。（クイーンズランド北部は在ケアンズ領事

事務所の管轄） 

○ 都市別在留邦人数（外務省海外在留邦人調査統計令和５年 10 月１日現在） 

ブリスベン都市圏：10,640 人。ゴールドコースト：10,668 人。 

○ 総領事館では、在留邦人の保護、通商問題の処理、政治・経済その他の情報の収

集・広報文化活動などの業務を行っている。 

  （胡摩窪 総領事 あいさつ） 
   〇 ブリスベン日本国総領事公邸へようこそ。 

   〇 今回の訪問は、ゴールドコースト市との

友好提携の周年事業として訪れたと伺って

いるが、オーストラリアはクイーンズラン

ド州をはじめ、日本とは大変友好関係が深

く、日本からの訪問団も、官民合わせてひ

っきりなしに訪れている。 

〇 特に、ブリスベンは、2032 年のオリンピ

ック・パラリンピックの開催も決まり、国

際的にも関心が集まり、経済的な発展も期

待されているところである。 

〇 オーストラリアは外国からの移住も積

極的に受け入れており、日本人も多く住ん

でいる。 

〇 今回の訪問で、ゴールドコースト市やク

イーンズランド州との交流・理解が一層進

むよう期待している。 

（柳下議長 あいさつ） 

   〇 胡摩窪総領事におかれては、お忙しい中、神奈川県議会のために貴重な時間をい

ただき、ありがとうございます。 

   〇 また、日ごろから神奈川県をはじめ日本企業への支援、日本への観光誘致など、

さまざまお力添えをいただき、お礼申し上げます。 

   〇 2032 年に、ブリスベンオリンピック・パラリンピックの開催が決まり、ブリスベ

ンでは様々な再開発や都市整備が進んでいると伺っており、これまでの視察の中で

も、その状況を実際に垣間見てきたところである。 

   〇 本日は、こうした都市インフラの整備状況や、観光施策、環境施策など、ブリス

ベンやクイーンズランド州における最近の状況について伺うことができればと考え

ているので、よろしくお願いします。 

日 時 令和６年 11 月７日（木曜日）17 時～18 時 
場 所 在ブリスベン日本国総領事公邸 

（1 Windermere Rd、Hamilton QLD 4007） 
応対者 在ブリスベン日本国総領事館 

総 領 事 胡摩窪 淳志 

主席領事 花井  郁子 
領  事 柳田  直樹 
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（胡摩窪 総領事からのブリ—フィング） 

            ― 次の資料を用いて説明いただいた ― 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 クイーンズランド州は、今年（2024 年）10 月 26 日の州議会選挙で、９年ぶりの

政権交代があり、それまでの労働党から自由国民連合に移った。 
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     政権交代の要因は、物価高への不満が一番大きい。インフレ抑制のために中央銀

行は 4.35％の高金利を設定しているが、高金利の故に生活が苦しいとの見方もある。 

     労働賃金も高く、最低賃金は日本の２倍以上である。 

   〇 クイーンズランドの主な産業は石炭であり、世界最高峰の品質の石炭が採れる。

石炭の８割は日本向けで、日本国の石炭総輸入量の 24％を占めている。 

     これは、クイーンズランド州で採れる石炭は、製鉄するのに一番適しているから

である。 

   〇 現在、石炭に替わるクリーンエネルギーに関する研究や取組が進められているが、

まだなかなか採算が取れるようになるまでには時間がかかるようであり、今も石炭

が主流であることに変わりはない。 

     ただ、３年前に石炭発掘に係るロイヤリティーが、利益に対する割合ではなく、

採掘量に対する割合に（約 40％）に何の予告もなしに突然大幅に値上げされること

になり、日本企業は大変困っている。 

     クイーンズランド州では、石炭ロイヤルティーの増を生活費補助等に活用してい

たが、その後、中国の影響等で石炭価格が下落したことを受け、本年度（2024 年度）

の州当初予算は、約 26 億豪ドルの赤字となっている 

   〇 州政府の産業政策の柱は脱酸素化であり、再生可能エネルギーやグリーン水素製

造に力を入れている。また、重要鉱物資源の開発に力点が置かれている。 

     これには、日本企業も資本投資していて、10 数件の事業が進行しているが、収益

を上げるには、まだほど遠いという状況である。 

   〇 これまでの労働党政権では、クリーンエネルギー化は日本をはじめ海外投資が促

進すれば進むと思っていたようだが、実際にはクリーン水素化はかなり難しく、現

在、クリーン水素を作る単価は世界で一番オーストラリアが高いらしい。 

     むしろ、日本企業は中東におけるクリーン水素製造に力を入れているようである。 

     オーストラリアは、物価が高い上に人件費も高い。また、環境問題にも厳しく、

さらには先住民族の権利が手厚く保護されているため、そうしたことへの対応もあ

り、製造コストが高くなる要因となっている。 

   〇 重要鉱物資源については、これまで鉄鉱石やレアアースは主に西オーストラリア

にあったが、クイーンズランド州にもパラジウムやコバルトなどの重要鉱物が埋蔵

されており、その安定的な供給のために日本企業の出光も資本投資している。 

 〇 クイーンズランド州は歴史的にも日本と緊密度が深く、いわば日豪関係のスター

トラインとなったところである。 

     それは、19 世紀末にクイーンズランドの最北部、パプアニューギニアに近い島々

において真珠貝の採取が行われたが、そのダイバーとして和歌山県の串本町の人々

が多く従事していたことに始まる。 

今もその子孫の方々が多く住んでおり、慰霊塔も建立されて毎年８月に慰霊祭が

行われている。 

  〇 現在、225 社の日本企業がブリスベンに駐在している。 

     ブリスベンは、主に資源・エネルギー関係の商社やエネルギー会社が、また、ゴ

ールドコートには主に地元に根差したローカルな観光や不動産業に従事している人

が多い。 

   〇 オーストラリアから日本に輸出されているものとして牛肉があり、日本の輸入量

の 19％を占めている。 

     商社の丸紅が和牛を生産しており、ヨーロッパにはオーストラリアから「ＷＡＧ

ＹＵ（和牛）」というブランドで牛肉が輸出されている。 

〇 その他、砂糖も日本の総輸入量の 86％を占めている。 

〇 教育関係においても、こうした日豪関係の緊密さを象徴するように、オーストラ

リアで日本語を学習している人が 15 万６千人いる。日本語を学習した人は、約 42
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万人いて世界第４位の多さである。人口 10 万人当たりでは世界第一位である。 

 

     日本語を教えている学校は、小・中・高合わせて 658 校ある。 

   〇 クイーンズランド大学は世界的にも有数の名門大学であり、日本の大学とも東京

大学をはじめ研究部門での交流が活発に行われている。 

   〇 姉妹都市を結んでいる自治体は、クイーンズランド州だけで 30 ある。 

     その他、姉妹港の提携を結んでいる港もある。 

   〇 その他、日本車の中古自動車の輸入も多い。 

〇 ゴールドコーストとケアンズは、日本企業がバブルの頃に大規模な投資をして観

光資源化が進んだ。バブル後は撤退したが、地元ではその当時の投資が今の観光資

源化に繋がったと思っており、是非また戻ってきて欲しいと思ってる。 

  日本企業がオーストラリアの企業を買収した際も、ロゴや名前を変えないで続け

ることができていることなどから、オーストラリアでは日本企業の投資は歓迎され

ている。 

   〇 日本とオーストラリアとの間では軍事協力も行われており、今後も親密な関係は

続いていくものと考えている。 

〇 大阪万博では、オーストラリア政府の他に、クイーンズランド州も独自にパビリ

オンを建設することになっている。万博を契機に、日本に閣僚をはじめ多くの人が

訪日する予定だと聞いている。 

〇 ブリスベン市は、神戸市と姉妹都市で、クイーンズランド州は大阪府と埼玉県と

姉妹州（府県）となっている。 

  是非、神奈川県でも交流を深めていただきたいと考えている。 

【 質疑・意見交換 】 

  （田中議員） 説明資料に政治課題として青少年犯罪の増加が挙げられているが、日本 

でも闇バイトで知らない同士のグループが強盗に入り殺人まで犯してしま

うような犯罪が増えている。 

オーストラリアでは、どのような青少年犯罪が増えているのか。 

（胡摩窪総領事） 青少年の犯罪としては、車を用いた強盗や暴力沙汰が多いと感じて

いる。街中だけではなく、総領事邸のある高級住宅地でも結構発生してい

る。 

         時間帯は、朝早く発生することもあるし白昼堂々ということもある。 

  （藤代議員） 自動販売機のコーラの値段の高さにびっくりしたところである。 

         今後、2032 年にオリンピックを控えて、このまま物価高騰が進んでい

くと、果たして観光客が来るのかと心配してしまう。 

         この物価高騰はどのくらいまで続くと思われているのか。 

  （胡摩窪総領事） まさに物価高騰対策に国や州が躍起になっているところであるが、

オーストラリアは物資も人も少ないために資機材を海外からの輸入に頼ら

ざるを得ないし、賃金も高くしなければ人手不足に対応できないというこ

とを考えると、物価高騰は当面収まらないのではないかと思う。 

         今後、オリンピックに向けて資機材や人手を集めなければならなくなる

ことから、住むところも高くなるだろうし、生活費もますます厳しくなる

と予想している。 

         ただ、為替レートからいうと、日本は円安であるが、豪ドルは対米ドル

については高い傾向にある。 

  （柳下議長） 州政権は政権交代があったということだが、オーストラリアの国全体で

はどうなのか。 
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  （胡摩窪総領事） 連邦政府は、一昨年（2022 年）の総選挙で労働党政権に替わった

が、替わった当初は良かった支持率も、最近では野党の自由国民党とほと

んど拮抗している。また、他の州政府も同様に最近の選挙では自由国民党

が勝利している。 

 （青山議員） 今回の訪問でオーストラリアが非常にフレンドリーな国であることを実

感している。 

        教育分野においても、日本語学習者が 15 万６千人いるとのことだが、

オーストラリアの人達にとって、日本の何が魅力と感じているのか。 

        また、最近、日本から出て海外で働く若者が増えていると聞いている

が、日本からオーストラリアに来て働く若者はどうなのか。 

さらに、オーストラリアと日本は非常に良い関係であると認識したが、

逆に何か課題があれば伺いたい。 

  （胡摩窪総領事） 日本語学習者が多いのは、オーストラリアは日本の企業が鉄鉱石な

どの資源に対する資本投資をして経済発展を遂げてきたという経緯がある

ため、日本語を習得していることに対するプライオリティーが高い。 

         政府が主導して日本語学習を奨励してきたということも大きい。 

最近では中国やインドも台頭してきて、日本の経済的な影響力もそれほ

どではなくなっているが、日本語学習に力を入れていた頃の人達が、今、

社会の中枢を担っているということも関係していると思う。 

         また、日本のアニメも人気があり、そのようなことが日本語への関心を

高めている面もある。 

         日本では経済が弱くなったと卑下しているところもあるが、海外からは

インバウンドの影響で、日本の普通の生活や文化、風景などの良さを評価

し、日本の人気が高まっている面もあり、日本の魅力は経済のみではない

と感じるところである。 

         オーストラリアで日本語を学ぶ人は、小・中・高校までは学ぶ機会があ

るが、大学では日本語を専門に学ぶ学科や研究所がない。今後、さらに日

本語教育を伸ばしていくには、高校を出た後においても日本語を学べる機

会をフォローしていくことも必要ではないかと思う。 

         次に、日本からオーストラリアに来て働く日本人であるが、ワーキング

ホリデーの制度が出来て、オーストラリアで働く日本人は増えている。 

         ただ、ＳＮＳなどでオーストラリアは賃金も高くて働くのに良いとの話

もあったようだが、それはコロナ後の一時期の話であり、今は働く場所が

ないというのが現状である。また、賃金は高くてもその分物価も高いので

生活するのは楽ではない。 

         また、英語ができないのにワーキングホリデーで働きに来る人がいる

が、そのような人が働けるような仕事はない。そのような人が、よく領事

館に相談に来るが、世話することができても皿洗い程度である。 

         こちらに来て働けば英語を話せるようになると思ってきて来ても、一日

中誰とも話さないで皿洗いをするようなことになり、結局、何のために来

たのですかということになってしまう。 

         最後に、日豪関係に関する今後の課題についてであるが、非常に親密な

関係を築いているところであるが、あえて挙げるとすると、もっと深く専

門的な面での相互理解や相互交流が必要ではないかというところか。 

         日本とオーストラリアは、海で囲まれている島国であり、資源や資材を

他の国に頼らざるを得ないというミドルクラスの国であるなど、非常に似
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た事情がある。親密さゆえに、お互いに分かっているようで、詳しくは知

られていないことも多い。 

我々も、官公庁・民間にかかわらず、「ブリスベンはオーストラリアのど

こにあるのか。」と聞かれたり、実際にオーストラリアに来て、資源として

の魅力だけではなく、治安の良さやマーケットとしての魅力などに気付い

たと話される人が多くいる。そのような話は、金融機関などの投資会社関

係の人からよく聞く。オーストラリアは、単なる観光地や資源としての魅

力だけではないことに、しっかりと気付いていただきたい。 
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（参考 ： 在ブリスベン日本国総領事館 配布資料） 
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１１月８日（金曜日） 

 

１ ゴールドコースト市長 表敬訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （トム・テイト市長 あいさつ） 

   〇 ゴールドコースト市にようこそお越しくださいました。 

   〇 友好提携 35 周年で訪問いただきありがとうございます。友好関係が長く続いたこ

とに感謝申し上げます。 

   〇 柳下議長は、県議会議員４期目に入るとのことですが、私も４期目に入ります。 

     私たちはクレイジーなのでしょうか。（笑） 

   〇 今まで、留学生の相互交流プログラムや４名のライフガードの交換留学、また本

日は、海岸保全・管理事業の視察など、交流が続いていることをうれしく思います。 

   〇 聞いたこともあるかもしれませんが、

私たちは海岸やビーチの生活を楽しみ

にしている人達（友達）です。 

   〇 どうぞよろしくお願いします。 

 （柳下 剛 議長 あいさつ） 

   〇 本日は、トム・テイト市長にお目にか

かれたことを大変うれしく思います。 

     お忙しい中、私ども神奈川県議会の

ために時間を割いていただき、ありが

とうございます。 

   〇 また、新しいソファーでお迎えいた

だいたことに感謝申し上げます。（笑） 

   〇 皆様方には両市の交流に御尽力いた

だき、この場を借りてお礼申し上げま

す。 

   〇 友好交流は、1990 年８月に代表団が

来県され、相模湾沿岸とゴールドコー

スト海岸との友好提携を締結したこと

に始まります。 

   〇 来年は、締結から 35 年目となる節目

の年になります、 

     県議会といたしましても、これまでの永きにわたって築いてきた交流の歴史を大

切にして、この友好の絆をさらに確かなものとしていきたいという点で、ゴールド

コースト市の皆様と思いを同じくしているところであります。 

   〇 神奈川県と貴市は、共に魅力ある海岸線を有し、観光、文化、スポーツの分野で

日 時 令和６年 11 月８日（金曜日）９時 30 分～10 時 

場 所 ゴールドコースト市庁舎 市長ラウンジ 
（Chambers Building 135 Bundall Road, Surfers Paradise） 

応対者 ゴールドコースト市 
市長（Mayor）  トム・テイト（Tom Tate） 

国際ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄｵﾌｨｻｰ（International Relations Project Officer） 

 ハンナ コリー（Hannah Colley） 
ビジネスサポートオフィサー 

サユリ ポール 
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の発展など、共通点も多いと感じております。 

   〇 本県としても、様々な取組について、友好交流の中で学ばせていただきたいと考

えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

   〇 最後になりますが、トム・テイト市長をはじめ、皆様方の温かい歓迎に改めて感

謝申し上げますとともに、ゴールドコースト市のますますの御発展と日本、オース

トラリア両国の友好の一層の進展を祈念いたしまして、今回の訪問に当たっての私

のあいさつとさせていただきます。 

   〇 本日は、誠にありがとうございました。 

 （トム・テイト市長） 
   〇 今回の交流の後には、ゴールドコースト

市の海岸エンジニアを神奈川県に派遣し

て、神奈川県の技術職の方と海岸保全につ

いて技術協力をすることも可能なので、い

つでもお話しいただきたい。 

   〇 解決策を考えるに当たって、他の姉妹都

市でも同じような問題を抱えているとこ

ろもあるので、そうした姉妹都市とも情報

交換することも可能である。 

 

 （黒岩知事の親書の手交） 

    ― 柳下議長からトム・テイト市長に親書を手交 ― 
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 （記念品の交換） 

 

    ― 柳下議長からトム・テイト市長に、ペンケースを贈呈 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ― トム・テイト市長から柳下議長に、サーフボード型の置物と 

ゴールドコースト市の写真集を受領 ― 
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